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キーワード(5 個以内) 診断 心筋梗塞 心疾患 マーカー DNase I 
研究情報の名称 急性心筋梗塞の新規な超急性期診断マーカーとしての DNase I 
概要：【背景】心疾患はがんや脳血管疾患とともに３大死因の一つである。その中で急性心筋梗塞は
致命率 35～50％に及び、その大半は発症後 1～3 時間以内に集中する救命困難な疾患である。急性心
筋梗塞の救命率や予後の改善には、発症後早急な治療の適応が必須である。このため、発症直後の急
性心筋梗塞の確定診断が欠かせない。しかし、現在のところ、心筋梗塞発症直後の診断に利用できる
血液生化学的マーカーは知られておらず、発症直後の超急性期における急性心筋梗塞の確定診断を困
難なものとしている。 
【新規性】我々の研究グループでは、血液の中に含まれる DNase Iと呼ばれる酵素タンパクが心筋梗
塞発症直後急激に増加することを発見した。従来より使用されてきた生化学的マーカーは通常発症後
４時間以上経過しないと診断には利用できなかった。この DNase Iは発症直後の３時間以内に大きく
変動を示すため、この酵素を生化学的診断マーカーとして利用すると従来の方法では診断が困難であ
った超急性期において急性心筋梗塞の診断が可能となる。 
【応用例】血液中の DNase Iたんぱく質は急性心筋梗塞の発症直後における新規かつ有効な診断マー
カーとして活用できる。 
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